
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根板の直下に、一方の端は軒先等に空気取入口として開口屋根と同様の勾配を有する
空気流路を形成してなる太陽熱集熱部を設け、この太陽熱集熱部に、集熱用ファンを内部
に配設したハンドリングボックスを集熱ダクトを介して接続させ、さらに、ハンドリング
ボックスには床下への立下りダクトおよび屋外への排気ダクトを接続し、太陽熱集熱部で
得た集熱空気を集熱用ファンで立下りダクトを介して強制的に室内に送り込むパッシブソ
ーラーシステムハウスにおいて、 ２４時間換気扇を設け、
集熱時または夏の夜間には、２４時間換気扇を停止して集熱用ファンを駆動し、

それ以外には集熱用ファンを停止して２４時間換気扇を駆動することを特徴とするパッシ
ブソーラーシステムハウス。
【請求項２】
　屋根板の直下に、一方の端は軒先等に空気取入口として開口屋根と同様の勾配を有する
空気流路を形成してなる太陽熱集熱部を設け、この太陽熱集熱部に、集熱用ファンを内部
に配設したハンドリングボックスを集熱ダクトを介して接続させ、さらに、ハンドリング
ボックスには床下への立下りダクトおよび屋外への排気ダクトを接続し、太陽熱集熱部で
得た集熱空気を集熱用ファンで立下りダクトを介して強制的に室内に送り込むパッシブソ
ーラーシステムハウスにおいて、

10

20

JP 3878610 B2 2007.2.7

２４時間換気を実現するため、

押し込み型、いわゆる静圧型の換気として前記室内へ吹き込む量に対応して室内の空気が
建物がもともと有する隙間か、もしくは換気口を介して外へ排気され、

前記ハンドリングボックスへ小屋裏に開口する吸気ダク



吸気ダクトまたは吸気口を前記集熱ダクトとはダンパーで切
り替え可能に接続し、

特徴とするパッシブソーラーシステムハウス。
【請求項３】
　屋根板の直下に、一方の端は軒先等に空気取入口として開口屋根と同様の勾配を有する
空気流路を形成してなる太陽熱集熱部を設け、この太陽熱集熱部に、集熱用ファンを内部
に配設したハンドリングボックスを集熱ダクトを介して接続させ、さらに、ハンドリング
ボックスには床下への立下りダクトおよび屋外への排気ダクトを接続し、太陽熱集熱部で
得た集熱空気を集熱用ファンで立下りダクトを介して強制的に室内に送り込むパッシブソ
ーラーシステムハウスにおいて、地中に埋設するチューブを介して一端が屋外に開口する

前記集熱ダクトとはダンパーで切り替え可能に接続し、

非集熱時にも集熱用ファンを駆動し、前記吸気ダクトからの空気を室内に
送り込 特徴とするパ
ッシブソーラーシステムハウス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冬等に太陽エネルギーを利用するものとして、太陽で温められる空気によっ
て暖房等を行うパッシブソーラーシステムハウスに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　わが国の建物の熱性能は、省エネという観点からはとでも貧しいものである。夏の暑さ
を電力に支えられるエアコンでしのぎ、冬は寒いといって、石油をふんだんに燃やして暖
房をしてきた結果、住宅や建築がエネルギー危機や二酸化炭素による地球温暖化の現象に
与えた影響はとても大きなものである。
【０００３】
　今、先進国がなすべきことは、生活のレベルを低下させることなく、生活の高度化を図
りつつ、環境負荷を低減させる方法を生み出すことである。そこで、風およびその他気象
条件だけではなく、外部環境条件に柔軟に対応する住居および建物を建設して室内暖房、
冷房、換気、除湿、および給湯のための太陽エネルギー利用を最適化することが求められ
る。
【０００４】
　出願人等は先に、下記特許文献として「ソーラーシステムハウス」の特許権を取得した
。
【０００５】
【特許文献１】特公平０８－００１３３６号公報「ソーラーシステムハウスおよびそれに
使用するハンドリングボックス」
【特許文献２】特公平０７－１１６７６５号公報「ソーラーシステムハウス」
【特許文献３】特公平０６－０７０５２８号公報「ソーラーシステムハウス」
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トまたは吸気口を設け、この

２４時間換気を実現するため、
ハンドリングボックスは集熱ダクトと接続し、
集熱時または夏の夜間には集熱用ファンを駆動し、
押し込み型、いわゆる静圧型の換気として前記室内へ吹き込む量に対応して室内の空気が
建物がもともと有する隙間か、もしくは換気口を介して外へ排気され、
夏の夜間以外の非集熱時には小屋裏に開口する吸気ダクトまたは吸気口に接続し、集熱用
ファンを駆動し、前記吸気ダクトからの空気を室内に送り込み、この場合も前記押し込み
型、いわゆる静圧型の換気を行うことを

吸気ダクトを設け、この吸気ダクトを

集熱時または夏の夜間には集熱用ファンを駆動し、
押し込み型、いわゆる静圧型の換気として前記室内へ吹き込む量に対応して室内の空気が
建物がもともと有する隙間か、もしくは換気口を介して外へ排気され、
夏の夜間以外の

み、この場合も前記押し込み型、いわゆる静圧型の換気を行うことを



【特許文献４】特許３２９５０７０号公報「ソーラーシステムハウス」
【特許文献５】特許３２７４８５８号公報「ソーラーシステムハウス」
【特許文献６】特許３１８２５４４号公報「ソーラーシステムハウス」
【特許文献７】特許３１３４１１８号公報「ソーラーシステムハウス」
【特許文献８】特許３０６６４５６号公報「ソーラーシステムハウス」
【０００６】
　これらの特許文献のソーラーシステムハウスによれば、まず、屋根で集熱するものであ
ることに特徴を有する。太陽エネルギーのエネルギーとしての特徴とは何かといえば、そ
れは、「うすく、ひろく、まんべんなく」という点といえる。石油で得られる熱のように
、集中的高温ではないことは、大規模で集中的な発電には不向きである。つまり、太陽エ
ネルギー利用は、一つ一つの建物が、その「屋根」を利用すること、それがもっとも現実
的であり、エネルギーのもつ特徴にもよく合っている。そこで、一番太陽を広く受ける「
屋根」で、太陽エネルギーを集め、建物の中に取り込むものである。
【０００７】
　地域における建物の高度制限がきびしく、たとえそのために、室内に日照を得られない
としても、たいがい「屋根」には、太陽エネルギーが豊かに降り注いでいる。つまりこの
利用は、屋根本来の雨風を防ぐ「シェルター」という機能に、「熱を取り込む」という新
しい機能を加えたものである。
【０００８】
　次に、空気で熱を移送するものである。室内に熱を取り込むとき、広く行われているの
が、水に移し替える方法である。前記特許文献のソーラーシステムハウスは、水の替わり
に、「空気」を暖かくして取り入れるものである。その理由は、水集熱には多くの難しい
面があるためである。一滴の水も漏れないようにしなければならないこと、太陽エネルギ
ーにより水の沸騰がしばしば起こり、その沸騰の蒸気圧に耐えなければならないこと、凍
るという現象が起こること、さらに管の膨張収縮を起こることなどが、その理由として上
げられる。これに対して空気は、少しぐらいは漏れても誰にも迷惑をかけない、何より気
付かない。また、空気は気体だから沸騰することはありえない。このことから、空気を使
うことは、たいへん安心である。
【０００９】
　前記特許文献のソーラーシステムハウスは、図７にあるように、カラー鉄板の金属製屋
根板１の直下に屋根勾配を有する空気流路２を形成し、この空気流路２の一方の端は軒先
等に空気取入口３として開口し、さらに空気流路２の他方の端は集熟ダクトとしての棟ダ
クト４に連通させる。
【００１０】
　内部に逆流防止ダンパー６、集熱用ファン７及び流路切換えダンパー８を設けたハンド
リングボックス５を屋根裏空間である小屋裏２９に設置し、ハンドリングボックス５の流
路切換えダンパー８の流出側の一方は排気ダクト９により屋外に開口する。
【００１１】
　また、ハンドリングボックス５の逆流防止ダンパー６の流入側をダクト３２を介して前
記棟ダクト４に連通させ、流路切換えダンパー８の流出側の他の一方を立下りダクト１０
の上端に連結する。立下りダクト１０の下端は床下蓄熱体としての土間コンクリート１１
と床パネル１２との間の空気流通空間１３に開口した。さらに、該空気流通空間１３から
室内への床吹出口１４を設けた。
【００１２】
　ハンドリングボックス５の内部またはハンドリングボックス５と棟ダクト４との間にお
湯とりコイル１５を設け、このお湯とりコイル１５は循環配管１６で貯湯槽１７および循
環ポンプ１９と連結し、該貯湯槽１７には、追焚き用の給湯ボイラー１８を途中へ設けて
、風呂や洗面所、台所へとつながる給湯配管２１を接続する。
【００１３】
　このようにして、太陽光で加熱された金属板である屋根板１が、空気流路２へ入った外
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気を温め、この温められた空気は屋根勾配に沿って上昇する。そして、この加熱空気は棟
ダクト４に集められてから集熱用ファン７によりハンドリングボックス５に入り、ハンド
リングボックス５から立下りダクト１０内へ流下し、蓄熱土間コンクリート１１と床パネ
ル１２との間の空気流通空間１３へ入る。この空気流通空間１３では加熱空気が床パネル
１２を介して直接床面下を温めるのと、蓄熱土間コンクリート１１に蓄熱させるのと床吹
出口１４から温風として直接室内２０へ吹出させるのとの３通りの暖房作用を行う。
【００１４】
　一方、お湯とりコイル１５で、ここに循環配管１６を介して貯湯槽１７から循環ポンプ
１９によって送り込まれる熱媒が加熱され、湯として貯湯槽１７へ蓄えられ、さらにここ
から必要に応じて追焚き用の給湯ボイラー１８で再加熱されて給湯配管２１から各所へ給
湯される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　ところで、改正された建築基準法では健康的な生活をするために必要な建物の換気（１
時間に０．５回、［その建物の体積分（気積という）］の空気が２時間に１回外部の空気
と入れ代わること）を行うことと定めている。前記ソーラーシステムハウスでも同様であ
り、２４時間機械換気設備を設置して２４時間換気を行う必要がある。
【００１６】
　そのためには２４時間換気扇を設置することになるが、太陽熱による小さな暖房エネル
ギーを建物全体に送り届けるためには計画的な換気による空気の流れを作る必要が有る。
【００１７】
　前記ソーラーシステムハウスに２４時間機械換気設備としての２４時間換気扇を設けた
場合に、集熱運転をしている時にこの換気扇を併用するのでは、折角暖めた空気が、外部
に漏れていく事となり、室内が安定した温度環境を維持するなどは不可能である。
【００１８】
　１時間に０．５回の換気量を計量的に行い、かつ計画的な換気と空気の流れを作るため
にはどうしても可能な限りの気密性が建物に要求される。
【００１９】
　本発明はこのような事情を考慮して、風およびその他の気象条件だけではなく、外部環
境条件に柔軟に対応する住居および建物を建設して室内暖房、冷房、換気、除湿、および
給湯のための太陽エネルギー利用を最適化することができるというパッシブソーラーシス
テムハウスの利点を生かしながら、建築基準法で定められた健康的な生活をするために必
要な建物の換気を特別な換気設備を設けることなく、効率的に得ることができるパッシブ
ソーラーシステムハウスを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　前記目的を達成するため本発明は、第１に、屋根板の直下に、一方の端は軒先等に空気
取入口として開口屋根と同様の勾配を有する空気流路を形成してなる太陽熱集熱部を設け
、この太陽熱集熱部に、集熱用ファンを内部に配設したハンドリングボックスを集熱ダク
トを介して接続させ、さらに、ハンドリングボックスには床下への立下りダクトおよび屋
外への排気ダクトを接続し、太陽熱集熱部で得た集熱空気を集熱用ファンで立下りダクト
を介して強制的に室内に送り込むパッシブソーラーシステムハウスにおいて、

２４時間換気扇を設け

、
第２に、屋根板の直下に、一方の端は軒先等に空気取入口として開口屋根と同様の勾配を
有する空気流路を形成してなる太陽熱集熱部を設け、この太陽熱集熱部に、集熱用ファン
を内部に配設したハンドリングボックスを集熱ダクトを介して接続させ、さらに、ハンド
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２４時間換
気を実現するため、 、集熱時または夏の夜間には、２４時間換気扇
を停止して集熱用ファンを駆動し、押し込み型、いわゆる静圧型の換気として前記室内へ
吹き込む量に対応して室内の空気が建物がもともと有する隙間か、もしくは換気口を介し
て外へ排気され、それ以外には集熱用ファンを停止して２４時間換気扇を駆動すること



リングボックスには床下への立下りダクトおよび屋外への排気ダクトを接続し、太陽熱集
熱部で得た集熱空気を集熱用ファンで立下りダクトを介して強制的に室内に送り込むパッ
シブソーラーシステムハウスにおいて、

吸気ダクトまたは吸気口を前記集熱ダクトとはダンパ
ーで切り替え可能に接続し、

第３に、屋根板の直下に、一方の端は軒先等に空気取入口として開口屋根と同様の勾配
を有する空気流路を形成してなる太陽熱集熱部を設け、この太陽熱集熱部に、集熱用ファ
ンを内部に配設したハンドリングボックスを集熱ダクトを介して接続させ、さらに、ハン
ドリングボックスには床下への立下りダクトおよび屋外への排気ダクトを接続し、太陽熱
集熱部で得た集熱空気を集熱用ファンで立下りダクトを介して強制的に室内に送り込むパ
ッシブソーラーシステムハウスにおいて、地中に埋設するチューブを介して一端が屋外に
開口する 前記集熱ダクトとはダンパーで切り替え可
能に接続し、

非集熱時にも集熱用ファン
を駆動し、前記吸気ダクトからの空気を室内に送り込

要旨とするものである。
【００２１】
　請求項１記載の本発明によれば、集熱時には、太陽光で加熱された金属板である屋根板
が、空気流路へ入った外気を温め、この温められた空気は屋根勾配に沿って上昇する。そ
して、この加熱空気は棟ダクトに集められてから集熱用ファンによりハンドリングボック
スに入り、ハンドリングボックスから立下りダクト内へ流下し、蓄熱土間コンクリートと
床パネルとの間の空気流通空間へ入る。この空気流通空間では加熱空気が床パネルを介し
て直接床面下を温めるのと、蓄熱土間コンクリ－トに蓄熱させるのと床吹出口から温風と
して直接室内へ吹出させるのとの３通りの暖房作用を行う。
【００２２】
　これを換気として見た場合は、押し込み型、いわゆる静圧型の換気となり、前記室内へ
吹き込む量に対応して室内の空気が外へ排気される。この排気は、建物がもともと有する
隙間か、もしくは換気口を介して行えばよい。
【００２３】
　このような集熱時または夏の夜間には、２４時間換気扇を停止して集熱用ファンを駆動
して換気を行い、それ以外には集熱用ファンを停止して２４時間換気扇を駆動することで
２４時間換気を実現できる。
【００２４】
　ところで、請求項１のように、ソーラーシステムハウスの運転と２４時間換気扇の運転
との組み合わせは、換気扇による換気は吸出し形のものであり、空気押し込み形のソーラ
ーシステムハウスとは換気の質を異にする。請求項２記載の本発明によれば、これを同質
のものとすることができる。
【００２５】
　すなわち、冬の夜等非集熱時にも集熱用ファンは引き続き駆動し、吸気ダクトを前記集
熱ダクトとはダンパーで切換えて、吸気ダクトからの空気を室内に送り込むことにより、
前記集熱時と同様に押し込み型、いわゆる静圧型の換気が得られ２４時間換気の条件を満
たすことができる。また、この吸気ダクトからの空気は小屋裏から得るものであり、室内
のプレヒートされた空気であるので、室内の温度低下を助長するようなおそれはない。
【００２６】
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前記ハンドリングボックスへ小屋裏に開口する吸
気ダクトまたは吸気口を設け、この

２４時間換気を実現するため、ハンドリングボックスは集熱
ダクトと接続し、集熱時または夏の夜間には集熱用ファンを駆動し、押し込み型、いわゆ
る静圧型の換気として前記室内へ吹き込む量に対応して室内の空気が建物がもともと有す
る隙間か、もしくは換気口を介して外へ排気され、夏の夜間以外の非集熱時には小屋裏に
開口する吸気ダクトまたは吸気口に接続し、集熱用ファンを駆動し、前記吸気ダクトから
の空気を室内に送り込み、この場合も前記押し込み型、いわゆる静圧型の換気を行うこと
、

吸気ダクトを設け、この吸気ダクトを
集熱時または夏の夜間には集熱用ファンを駆動し、押し込み型、いわゆる静

圧型の換気として前記室内へ吹き込む量に対応して室内の空気が建物がもともと有する隙
間か、もしくは換気口を介して外へ排気され、夏の夜間以外の

み、この場合も前記押し込み型、い
わゆる静圧型の換気を行うことを



　請求項３記載の本発明によれば、前記請求項２記載の発明とほぼ同様であるが、吸気ダ
クトからの空気は地中に埋設するチューブを介して得るものであり、地中の温度にプレヒ
ートされた空気であるので、室内の温度低下を助長するようなおそれはない。
【発明の効果】
【００２７】
　パッシブソーラーシステムハウスは、風およびその他気象条件だけではなく、外部環境
条件に柔軟に対応する住居および建物を建設して室内暖房、冷房、換気、除湿、および給
湯のための太陽エネルギー利用を最適化することができるというパッシブソーラーシステ
ムハウスの利点を生かしながら、建築基準法で定められた健康的な生活をするために必要
な建物の換気を特別な換気設備を設けることなく、効率的に得ることができるものである
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、図面について本発明の実施形態を詳細に説明する。図１～図３は本発明の第１実
施形態を示すもので、本発明のパッシブソーラーシステムハウスも基本的な構造は前記特
許文献１～８のソーラーシステムハウスと同様である。
【００２９】
　図１に示すように傾斜する屋根を有するものであり、屋根は太陽熱の集熱部分として、
カラー鉄板の金属製屋根板１の直下に屋根勾配を有する空気流路２を形成した。この空気
流路２の下側は断熱で遮蔽し、また、この空気流路２の一方の端は軒先等に空気取入口３
として開口した。さらに空気流路２の他方の端は屋根の高い部分に位置させて空気流出口
とし、これに集熟ダクトとしての棟ダクト４に連通させる。
【００３０】
　この棟ダクト４は屋根裏空間である小屋裏２９に設置するものとしては、図示のような
断面が半円形のダクト以外の形状のダクトでもよい。さらに、集熟ダクトは屋外に設置す
るものとして、屋根上ダクトとして構成してもよい。
【００３１】
　このような屋根で集熱した太陽熱を蓄熱・放熱する部分として、土間コンクリート１１
を床下蓄熱体として利用する。そのため、土間コンクリート１１と床パネル１２との間に
空気流通空間１３を設け、さらに、該空気流通空間１３から室内への床吹出口１４を設け
、この空気流通空間１３では加熱空気が床パネル１２を介して直接床面下を温めるのと、
土間コンクリート１１に蓄熱させるのと床吹出口１４から温風として直接室内へ吹出させ
るのとの３通りの暖房作用を行うようにした。
【００３２】
　また、これら太陽熱を集熱する部分と、太陽熱を蓄熱・放熱部分する部分とを結ぶもの
としてハンドリングボックス５を屋根裏空間である小屋裏２９に設置した。
【００３３】
　このハンドリングボックス５は、内部に逆流防止ダンパー６、集熱用ファン７及び流路
切換えダンパー８を設けたボックスである。そして、ハンドリングボックス５の流路切換
えダンパー８の流出側の一方は排気ダクト９により屋外に開口する。
【００３４】
　また、ハンドリングボックス５の逆流防止ダンパー６の流入側をダクト３２を介して前
記棟ダクト４に連通させ、流路切換えダンパー８の流出側の他の一方を立下りダクト１０
の上端に連結する。立下りダクト１０の下端は床下蓄熱体としての土間コンクリート１１
と床パネル１２との間の空気流通空間１３に開口した。
【００３５】
　図示は省略するが、前記従来例の図６と同じくハンドリングボックス５の内部またはハ
ンドリングボックスと棟ダクト４との間にお湯とりコイルを設け、このお湯とりコイルは
循環配管で貯湯槽および循環ポンプと連結し、該貯湯槽には、追焚き用の給湯ボイラーを
途中へ設けて、風呂や洗面所、台所へとつながる給湯配管を接続する。
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【００３６】
　以上が従来のソーラーシステムハウスと同様であるが、本発明は２４時間換気扇２６を
小屋裏２９その他に設け、小屋裏２９には室内２０への通気口２３を形成し、さらに、前
記軒先等に設ける空気取入口３の近くに室内から外へ通じる空気取入口２４を設けた。こ
の空気取入口２４は他の場所にも適宜設けることができる。
【００３７】
　本実施形態では前記ハンドリングボックス５へ室内２０に開口する吸気ダクト２７を接
続し、前記逆流防止ダンパー６は一端を軸支したチャッキダンパー６′としてこの吸気ダ
クト２７と棟ダクト４との流路を切換えるものとする。
【００３８】
　なお、本発明のソーラーシステムハウスは気密性能が高い建物として設計されたもので
ある。建物の気密性を計る物差しは「建物の床面積当たりの隙間相当面積」で表わすが、
これは建物の床面積１ｍ２ 当たりにどのくらいの隙間が空いているかを表わす。
【００３９】
　次世代基準の気密性能は、隙間相当面積が５平方ｃｍ／ｍ２ 以下とされている。
【００４０】
　しかしながら、この程度の気密性では、風などに影響されない有効な計画換気や計量換
気を行い、効率的で健康的な２４時間換気を行うのは少々無理があると考えられる。高気
密住宅としての望ましい気密レベルは隙間相当面積が２平方ｃｍ／ｍ２ 以下が理想である
。
【００４１】
　次に、使用法について説明する。先に、太陽熱の集熱部分としての金属製屋根板１の直
下に屋根勾配を有する空気流路２を介しての空気取り入れの場合を述べる。
【００４２】
　まず、冬の昼間の場合である。太陽光で加熱された金属板である屋根板１が、空気流路
２へ入った外気を温め、この温められた空気は屋根勾配に沿って上昇する。
【００４３】
　そして、この加熱空気は棟ダクト４に集められてから集熱用ファン７によりハンドリン
グボックス５に入り、ハンドリングボックス５から立下りダクト１０内に流下し、蓄熱土
間コンクリート１１と床パネル１２との間の空気流通空間１３へ入る。この空気流通空間
１３では加熱空気が床パネル１２を介して直接床面下を温めるのと、蓄熱土間コンクリー
ト１１に蓄熱させるのと床吹出口１４から温風として直接室内へ吹出させるのとの３通り
の暖房作用を行う。
【００４４】
　また、夏の夜間に集熱用ファン７を運転し、夜間の冷気を金属製屋根板１の直下の空気
流路２に取り込み、屋根面からの放射冷却も作用させ、この空気を立下りダクト１０を介
して床下蓄熱体と床パネル１２との間の空気流通空間１３に送り、床下蓄熱体としての土
間コンクリート１１に蓄冷させることもできる。特に、夜の冷気が軒先等の空気取入口３
から屋根板１直下に形成された空気流路２に入りここで放射冷却がなされる。
【００４５】
　このような冬の昼間や夏の夜間は、空気は押し込み型、いわゆる静圧型の換気となり、
前記室内２０へ吹き込む量に対応して室内２０の空気が外へ排気される。この排気は、建
物がもともと有する隙間か、もしくは換気口（空気取入口２４を含む）を介して行えばよ
い。その際、２４時間換気扇２６の運転は停止している。
【００４６】
　次に、天気の悪い時や冬の夜間には図２に示すように、前記チャッキダンパー６′を回
転させて棟ダクト４側の流路を閉じ、集熱用ファン７を運転を停止して２４時間換気扇２
６を運転する。これにより、排気形の換気が行われる。この換気は冬であれば、下から上
への空気の流れ、冬の季節風は避けるように、夏の季節風は取込むように前記２４時間換
気扇２６および空気取入口２４を配置すればよい。
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【００４７】
　また、２４時間換気扇２６が故障しても、ある程度の自然換気が確保できるように、高
い位置に取付ける２４時間換気扇２６と空気取入口２４が高低差を取れるように換気計画
を行う。
【００４８】
　図３に示すように、室内に熱気や湿気がこもるときは、２４時間換気扇２６のスイッチ
を切り、窓を開けて風を通す。
【００４９】
　図４は本発明の第２実施形態を示すもので、２４時間換気扇２６は設けず、前記ハンド
リングボックス５へ小屋裏２９に開口する吸気ダクトまたは吸気口２２を設け、チャッキ
ダンパー６′でこの吸気ダクトまたは吸気口２２と棟ダクト４との流路を切換えるものと
する。
【００５０】
　この第２実施形態によれば、冬の夜間や夏の昼間、もしくは中間期には、前記チャッキ
ダンパー６′を回転させて棟ダクト４側の流路を閉じ、吸気ダクトまたは吸気口２２を開
く。
【００５１】
　そして、集熱用ファン７はそのまま運転を継続する。吸気ダクトまたは吸気口２２から
の空気をハンドリングボックス５から立下りダクト１０を介して室内２０に送り込むこと
により、前記集熱時と同様に押し込み型、いわゆる静圧型の換気が得られ２４時間換気の
条件を満たすことができる。
【００５２】
　また、この吸気ダクトまたは吸気口２２からの空気は小屋裏２９から得るものであり、
室内２０のプレヒートされた空気であるので、室内２０の温度低下を助長するようなおそ
れはない。
【００５３】
　太陽光により集熱した加熱空気を利用するソーラーシステムハウスでは、夏期等高温時
で暖房の必要のない季節では屋根板１で温められた加熱空気は全部外気に放出して捨てる
ことが必要となる。その場合は流路切換えダンパー８で流出側の一方である立下りダクト
１０側を閉塞し、流出側の他の一方である排気ダクト９側を開放すれば、ハンドリングボ
ックス５から加熱空気は排気ダクト９を介して屋外へ捨てられる。なお加熱空気はハンド
リングボックス５を通ることでお湯とりコイル１５の加熱は行うので、夏期等高温時でも
太陽熱利用で湯が得られることは確保できる。
【００５４】
　この場合でも、換気としてはチャッキダンパー６′を少し開いて吸気ダクトまたは吸気
口２２を少し開放すればよい。このようにすれば、小屋裏２９からハンドリングボックス
５内に空気が吸引され、それが加熱空気は排気ダクト９を介して屋外へ捨てられるが、こ
のような吸引排気の結果、室内の換気が確保される。
【００５５】
　図５は本発明の第３実施形態を示すもので、前記吸気ダクトまたは吸気口２２の代わり
に、地中に埋設するチューブ（クールチューブ）２５を介して一端が屋外に開口する吸気
ダクト２７をハンドリングボックス５に接続した。
【００５６】
　前記チャッキダンパー６′はこの吸気ダクト２７と棟ダクト４との流路を切換えるもの
とする。
【００５７】
　前記第１、２実施形態と同じく次に、冬の夜間や夏の昼間、もしくは中間期には、前記
チャッキダンパー６′を回転させて棟ダクト４側の流路を閉じ、吸気ダクト２６を開く。
【００５８】
　そして、集熱用ファン７はそのまま運転を継続する。屋外からチューブ（クールチュー
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ブ）２５を通り、吸気ダクト２７からの空気をハンドリングボックス５から立下りダクト
１０を介して室内２０に送り込むことにより、前記集熱時と同様に押し込み型、いわゆる
静圧型の換気が得られ２４時間換気の条件を満たすことができる。
【００５９】
　本実施形態では前記吸気ダクトまたは吸気口２２の代わりに、地中に埋設するチューブ
（クールチューブ）２５を介して外気を取り込むものであり、プレヒート（冬であれば加
温、夏であれば冷温された空気であるので、室内２０の温度低下または上昇を助長するよ
うなおそれはない。
【００６０】
　このような地中に埋設するチューブ（クールチューブ）２５を用いる他の方法として、
図６に示すように、チューブ（クールチューブ）２５は蓄熱土間コンクリート１１と床パ
ネル１２との間の空気流通空間１３または直接室内２０に開口し、図３に示す実施形態や
図１に示す実施形態と組み合わせてもよい。
【００６１】
　前記チューブ（クールチューブ）２５の一端には必要に応じてファン３３とダンパー３
４を設けた（いずれか一方でも可）ハンドリングボックス３５的なものを備え付けること
もできる。
【００６２】
　この図６の実施形態では、図１、図３に実施形態で空気取入口２４から室内２０に空気
を取り込む代わりに地中に埋設するチューブ（クールチューブ）２５を介して取り込むも
のであり、前記と同じくプレヒート（冬であれば加温、夏であれば冷温された空気である
ので、室内２０の温度低下または上昇を助長するようなおそれはない。
【００６３】
　以上のようなソーラーシステムハウスとして集熱運転を行わない冬の夜間は太陽熱集熱
部からの給気を行うダンパー（前記逆流防止ダンパー６）を閉じ、太陽熱集熱部以外から
の給気手段側のダンパーを開いて接続する。この状態で集熱用ファン７を運転すれば、こ
れを換気扇として２４時間換気を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明のパッシブソーラーシステムハウスの第１実施形態を示す集熱取込時の縦
断正面図である。
【図２】本発明のパッシブソーラーシステムハウスの第１実施形態を示す２４時間換気扇
運転時の縦断正面図である。
【図３】本発明のパッシブソーラーシステムハウスの第１実施形態を示す窓開け換気時の
縦断正面図である。
【図４】本発明のパッシブソーラーシステムハウスの第２実施形態を示す縦断正面図であ
る。
【図５】本発明のパッシブソーラーシステムハウスの第３実施形態を示す縦断正面図であ
る。
【図６】本発明のパッシブソーラーシステムハウスの第３実施形態を示す縦断正面図であ
る。
【図７】従来のソーラーシステムハウスの概要を示す縦断側面図である。
【符号の説明】
【００６５】
１…屋根板　　　　　　　　　　２…空気流路
３…空気取入口　　　　　　　　４…棟ダクト
５…ハンドリングボックス　　　６…逆流防止ダンパー
６′…チャッキダンパー　　　　７…集熱用ファン
８…流路切換えダンパー　　　　９…排気ダクト
１０…立下りダクト　　　　　　１１…土間コンクリート

10

20

30

40

50

(9) JP 3878610 B2 2007.2.7



１２…床パネル　　　　　　　　１３…空気流通空間
１４…床吹出口　　　　　　　　１５…お湯とりコイル
１６…循環配管　　　　　　　　１７…貯湯槽
１８…追焚き用の給湯ボイラー　１９…循環ポンプ
２０…室内　　　　　　　　　　２１…給湯配管
２２…吸気口　　　　　　　　　２３…通気口
２４…空気取入口　　　　　　　２５…チューブ
２６…２４時間換気扇　　　　　２７…吸気ダクト
２９…小屋裏　　　　　　　　　３２…ダクト
３３…ファン　　　　　　　　　３４…ダンパー
３５…ハンドリングボックス
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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